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〔資料〕

A 大学看護学部学生における生活習慣に関する検討

福士　裕紀　　杉田　由佳理　　中川　孝子　　三田　禮造

要　　旨

　本研究では、A 大学看護学生の生活習慣、学生の生活習慣に関連の深いアルバイト及び勉強時
間の実態を明らかにすることを目的とし、調査を行った。調査対象は A 大学看護学部に所属する
１～４年生の全学生342名とした。調査方法は、ブレスローの７つの健康習慣を中心にアンケート
を作成し、自記式質問紙法にて行った。その結果、A 大学の看護学生は「禁煙」「禁酒もしくは
適切な飲酒」「適正な体重の管理」に関する健康習慣の実施率は高かったが、「定期的な身体活動」

「７−８時間睡眠」「間食をとらない」については、実施率が低かった。アルバイトについては半数
以上が「していない」と回答し、勉強時間に関しても実施している割合が高かった。今後は、健康
管理室等と連携し、身体活動促進を目的とした機会の提供や健康教育を行うなど、学生の健康管理
と健康の保持増進を目的とした啓発活動の必要性が示唆された。

Ⅰ．はじめに
　わが国の生活習慣病患者数は、高血圧が1010
万人、脂質異常症が206万人、糖尿病が316万人
と推計されている１）。また、2017年のわが国の
死因として最も多いのはがん、次いで心疾患、
脳血管疾患となっており２）、この３つの疾患で
日本人の半分以上が亡くなっている。このよう
な状況の中、生活習慣病の予防が課題となって
いる。生活習慣病の一次予防に関する政策とし
て「21世紀における国民健康づくり運動（健康
日本21）」３）があり、生活習慣病に関する目標
を栄養・食生活、身体活動・運動等の９項目定
めている。2013年には「二十一世紀における第
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二次国民健康づくり運動（健康日本21（第二
次））」４）が策定され、生活習慣病予防が注目
されている。
　日本看護協会が提唱している「看護者の倫理
綱領」５）では、看護者は、より質の高い看護
を行うために、看護者自身の心身の健康の保持
増進に努めることが責務であるとされている。
そして福田ら６）は、看護職の健康増進のため
には、看護基礎教育にて、健康情報を入手・理
解し、評価して、活用する能力を身につけるこ
とが重要であるとしている。
　しかし、看護学生は日々の学習や実習等によ
る多忙さやストレスの多さから、自身の健康管
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理を十分に行えていない可能性があると共に、
様々な背景からアルバイトをしている状況が多
く見受けられる。そこで、A 大学看護学生の生
活習慣と、学生の生活習慣に関連の深いアルバ
イト及び勉強時間の実態を明らかにすることで、
看護学生の心身の健康の保持増進のための示唆
を得ることが出来るのではないかと考えた。

Ⅱ．目的
　看護学生の生活習慣の現状と、アルバイト及
び勉強時間の実態を明らかにすることを目的と
した。

Ⅲ．方法
１．対象者
　　A 大学看護学部に所属する１～４年生の

全学生342名を対象とした。
２．調査方法

　対象となる学生全員に対し、調査の趣旨や
倫理的配慮等に関する説明を行い、質問紙の
配布を行った。説明と質問紙配布は授業の空
き時間を使用して行い、調査への協力と授業
の成績評価とは関係がない事を伝えた。質問
紙の回収は A 大学教室付近に回収箱を設置
して行い、回答期限は質問紙配布から１週間

以内とした。
３．質問紙の作成及び内容について
　使用した質問紙は、研究メンバーにて内容
を検討し、作成した。質問項目の作成には、ブ
レスローが提唱している７つの健康習慣（１．
Never smoking cigarettes　禁煙、２．Regular 
physical activity 定 期 的 な 身 体 活 動、 ３．
Moderate or no use of alcohol　禁酒もしくは
適切な飲酒、４.7−８hour sleep regularly　７−
８時 間 睡 眠 、 ５．Maintaining proper weight
　適正な体重の維持、６．Eating breakfast　
朝食を食べる、７．Not eating between meals
　間食をとらない）７）を参考とした。基本属性
は、対象学生の「学年」、「性別」、とした。ま
た、ブレスローの７つの健康習慣については、

「身長と体重」「１日の喫煙量」「１日の飲酒量」
「運動の習慣」「朝食摂取の習慣」「間食の習慣」
「睡眠時間」の７項目に関する設問を作成した。
また、生活習慣へ関連の深いものとして、「１
日のアルバイト時間」と「１日の勉強時間」に
関する設問も作成した。質問紙の内容を表１に
示す。回答は、各設問の該当する項目を選択、

「身長と体重」は数値、「飲酒」については種類
と量の記載を求めた。調査は、全学年に対し、
同一の質問紙を用いて行った。

学年

性別

身長・体重

1日の喫煙量

1日の飲酒量

運動の習慣

朝食摂取の習慣

間食の習慣

睡眠時間

年4④年3③年2②年1①

女②男①

gk）載記を値数（重体②mc）載記を値数（長身①

①吸わない ②1本以上10本未満 ③10本以上20本未満 ④20本以上

①飲まない ②飲む：お酒の種類と量（自由記載）

①ない ②3日/週以上 ③毎日

①ない ②3日/週以上 ③毎日

①ない ②ある

①5時間未満 ②5時間以上7時間未満 ③7時間以上8時間未満 ④8時間以上

1日のアルバイト時間（平日） ①していない ②1時間以上2時間未満 ③2時間以上3時間未満 ④3時間以上4時間未満 ④4時間以上

1日のアルバイト時間（休日） ①していない ②1時間以上5時間未満 ③5時間以上8時間未満 ④8時間以上

1日の勉強時間（平日） ①していない ②1時間以上2時間未満 ③2時間以上3時間未満 ④3時間以上4時間未満 ④4時間以上

1日の勉強時間（休日） ①していない ②1時間以上5時間未満 ③5時間以上8時間未満 ④8時間以上

選択項目設問
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表１　質問紙の内容
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表 2 対象者の基本属性 

 
 
 

 

n=107

1年生(n=50) 2年生(n=18) 3年生(n=31) 4年生(n=8) 合計（n＝107）

性別

）7.09（79)0.001(8)5.39(92)8.77(41)0.29(64）％（ｎ性女   

）3.9（01）0.0（0）5.6（2)2.22(4)0.8(4）％（ｎ性男   

 

n=107

1年生(n=50) 2年生(n=18) 3年生(n=31) 4年生(n=8) 合計（n＝107）

喫煙習慣/日

　20本以上 ｎ（％） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）

　10本以上20本未満 ｎ（％） 0（0.0） 0（0.0） 1（3.2） 0（0.0） 1（0.9）

　1本以上10本未満 ｎ（％） 0（0.0） 1（5.6） 1（3.2） 0（0.0） 2（1.9）

    吸わない ｎ（％） 50（100.0） 17（94.4） 29（93.6） 8（100.0） 104（97.2）

飲酒習慣/日

    飲む ｎ（％） 1(2.0) 3(16.7) 1(3.2) 1(12.5) 6（5.6）

    飲まない ｎ（％） 49(98.0) 15(83.3) 30(96.8) 7(87.5) 101（94.4）

運動をする頻度/週

    毎日 ｎ（％） 3(6.0) 1(5.6) 2(6.5) 0（0.0） 6（5.6）

    3日/週以上 ｎ（％） 9(18.0) 1(5.6) 3(9.7) 2(25.0) 15（14.0）

　　ない ｎ（％） 38(76.0) 16(88.8) 26(83.8) 6(75.0) 86（80.4）

朝食を摂る頻度/週

   毎日 ｎ（％） 34(68.0) 10(55.5) 18(58.0) 5(62.5) 67（62.6）

   3日/週以上 ｎ（％） 15(30.0) 5(27.8) 6(19.4) 1(12.5) 27（25.2）

   ない ｎ（％） 1(2.0) 3(16.7) 7(22.6) 2(25.0) 13（12.2）

間食習慣の有無

　 ある ｎ（％） 38(76.0) 15(83.3) 28(90.3) 8(100.0) 89（83.2）

　 ない ｎ（％） 12(24.0) 3(16.7) 3(9.7) 0(0.0) 18（16.8）

睡眠時間/日

　5時間未満 ｎ（％） 18(36.0) 6(33.3) 6(19.4) 2(25.0) 32（29.9）

　5時間以上7時間未満 ｎ（％） 24(48.0) 5(27.8) 18(58.0) 4(50.0) 51（47.7）

　7時間以上8時間未満 ｎ（％） 8(16.0) 6(33.3) 6(19.4) 2(25.0) 22（20.6）

　8時間以上 ｎ（％） 0(0.0) 1(5.6) 1(3.2) 0(0.0) 2（1.8）

適切な体重維持（BMI）

   最大値 26.3 27.3 28.7 22.5 28.7

   最小値 16.8 15.4 16.6 17.7 15.4

   M±SD㎏ 20.6±2.0 20.9±2.9 19.8±2.5 19.8±1.6 20.3±2.3

   18.5未満 ｎ（％） 7(14.0) 3(16.7) 11(35.5) 2(25.0) 23（21.5）

   18.5～25.0未満 ｎ（％） 42(84.0) 14(77.8) 19(61.3) 6(75.0) 81（75.7）

   25.0～ ｎ（％） 1(2.0) 1(5.6) 1(3.2) 0(0.0) 3（2.8）

表 3 ブレスローの健康習慣項目の学年別実施状況 
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表 3 ブレスローの健康習慣項目の学年別実施状況 

４．調査期間
　2017年12月～ 2018年３月
５．集計方法
　アンケート結果について、学年毎と全体で基
礎集計を行った。ブレスローの７つの健康習慣
を実施している学年毎の人数を、その学年の回
答者数で割り、各項目の実施率を算出した。ま
た、身長・体重から BMI を算出した。集計に
は、統計解析ソフト SPSS　ver.25.0を用いた。

Ⅳ．倫理的配慮
　対象者全員に文書と口頭で研究の主旨、研
究方法、データの匿名性の確保やプライバ
シーの保護について質問紙へ記載し、口頭に

て説明した。その上で研究協力への意思を確
認し、質問紙の提出をもって同意が得られた
ものとした。アンケートは無記名のため、ア
ンケート提出後の同意撤回は出来ないことを
説明した。本調査は、青森中央学院大学研究
倫理委員会の承認を得て実施した（承認番
号：h29−07）。

Ⅴ．結果
　137名の回答（回収率40.1%）が得られ、有
効回答の107名（有効回答率78.1%）を分析対
象とした。性別の内訳は、男性10名、女性97
名だった。アンケートの集計結果を表２、表
３、表４に示す。

表２　対象者の基本属性

表３　ブレスローの健康習慣項目の学年別実施状況

福士　裕紀　　杉田由佳理
中川　孝子　　三田　禮造
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   女性 ｎ（％） 46(92.0) 14(77.8) 29(93.5) 8(100.0) 97（90.7）

   男性 ｎ（％） 4(8.0) 4(22.2) 2（6.5） 0（0.0） 10（9.3）
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表 4 アルバイト時間と勉強時間の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. ブレスローの健康習慣項目別にみた実施状況（表 3） 

ブレスローの 7 つの健康習慣の実施状況を集計した結果、実施率の高い項目として

は、「禁煙」「禁酒もしくは適切な飲酒」「適正な体重の維持」が挙げられる。喫煙習慣

の無い学生は 97.2％であり、飲酒習慣の無い学生についても 94.4％と高かった。また、

BMI が 18.5～25.0 未満であった学生は 75.7％であった。「朝食を食べる」の項目では、

毎日摂取する学生は 62.6％と比較的高く、週 3 日以上摂取する学生は 25.2％となって

いた。 
 実施率が低かった項目としては、「定期的な身体活動」「間食をとらない」「7-8 時間

睡眠」が挙げられる。運動習慣は、実施していない学生が 80.4％と多くみられた。間

食については 83.2％と、ほとんどの学生が間食の習慣があると回答していた。睡眠時

間については、7～8 時間以上確保出来ている学生は 22.4％に留まった。 

n=107

1年生(n=50) 2年生(n=18) 3年生(n=31) 4年生(n=8) 合計（n＝107）

平日のアルバイト時間/日

　1時間以上2時間未満 ｎ（％） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）

　2時間以上3時間未満 ｎ（％） 0(0.0) 2(11.1) 0(0.0) 0（0.0） 2（1.9）

　3時間以上4時間未満 ｎ（％） 7(14.0) 1(5.6) 4(12.9) 0（0.0） 12（11.2）

　　4時間以上 ｎ（％） 11(22.0) 4(22.2) 5(16.1) 0（0.0） 20（18.7）

　していない ｎ（％） 32(64.0) 11(61.1) 22(71.0) 8(100.0) 73（68.2）

休日のアルバイト時間/日

　1時間以上5時間未満 ｎ（％） 6(12.0) 4(22.2) 0(0.0) 0（0.0） 10（9.3）

　5時間以上8時間未満 ｎ（％） 10(20.0) 4(22.2) 10(32.3) 0（0.0） 24（22.4）

　　8時間以上 ｎ（％） 5(10.0) 1(5.6) 4(12.9) 0（0.0） 10（9.3）

    していない ｎ（％） 29(58.0) 9(50.0) 17(54.8) 8(100.0) 63（59.0）

平日の勉強時間/日

　1時間以上2時間未満 ｎ（％） 21(42.0) 9(50.0) 11(35.5) 0(0.0) 41（38.3）

　2時間以上3時間未満 ｎ（％） 19(38.0) 4(22.2) 8(25.8) 1(12.5) 32（29.9）

　3時間以上4時間未満 ｎ（％） 6(12.0) 0(0.0) 4(12.9) 0(0.0) 10（9.3）

　　4時間以上 ｎ（％） 2(4.0) 1(5.6) 1(3.2) 7(87.5) 11（10.3）

    していない ｎ（％） 2(4.0) 4(22.2) 7(22.6) 0(0.0) 13（12.2）

休日の勉強時間/日

　1時間以上5時間未満 ｎ（％） 42(84.0) 15(83.3) 22(71.0) 0(0.0) 79（73.8）

  5時間以上8時間未満 ｎ（％） 8(16.0) 0(0.0) 2(6.5) 3(37.5) 13（12.2）

    8時間以上 ｎ（％） 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 5(62.5) 5（4.7）

　　していない ｎ（％） 0(0.0) 3(16.7) 7(22.5) 0(0.0) 10（9.3）

表４　アルバイト時間と勉強時間の状況
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１．ブレスローの健康習慣項目別にみた実施状
況（表３）

　　　ブレスローの７つの健康習慣の実施状況
を集計した結果、実施率の高い項目とし
ては、「禁煙」「禁酒もしくは適切な飲酒」

「適正な体重の維持」が挙げられる。喫煙
習慣の無い学生は97.2％であり、飲酒習慣
の無い学生についても94.4％と高かった。
また、BMI が18.5以上～ 25.0未満であっ
た学生は75.7％であった。「朝食を食べる」
の項目では、毎日摂取する学生は62.6％と
比較的高く、週３日以上摂取する学生は
25.2％となっていた。

　　　実施率が低かった項目としては、「定期
的な身体活動」「間食をとらない」「７−
８時間睡眠」が挙げられる。運動習慣は、
実施していない学生が80.4％と多くみられ
た。間食については83.2％と、ほとんどの
学生が間食の習慣があると回答していた。
睡眠時間については、７～８時間以上確保
出来ている学生は22.4％に留まった。

　　　「禁煙」や「禁酒もしくは適切な飲酒」
「適正な体重の維持」「朝食を食べる」に関
しては、健康習慣が守られているが、「定
期的な身体活動」「間食をとらない」「７−
８時間睡眠」に関しては実施率が低く、健
康習慣が守られていないことが分かった。

２．アルバイト時間の状況（表４）
　　　平日のアルバイト時間は、１～３年生

において４時間以上が最も多く、18.7％で
あった。次いで、３時間以上４時間未満が
多く、11.2％であった。また、アルバイト
をしていない学生は68.2％であり、半数以
上がアルバイトをしていなかった。

　　　休日のアルバイト時間は、５時間以上８
時間未満が最も多く、22.4％であった。次
いで、１時間以上～５時間未満・８時間以
上が多く、共に9.3％であった。アルバイ

トをしていない学生は59.0％であり、平日
と同様に半数以上がアルバイトをしていな
かった。

３．　勉強時間の状況（表４）
　　　平日の勉強時間は、１時間以上２時間未

満が最も多く、38.3％であった。３時間以
上４時間未満と回答した学生が最も少な
く、9.3％であった。していないと回答し
た学生が2.2％であり、１割強の学生が勉
強をしていない状況であった。

　　　休日の勉強時間では、１時間以上５時
間未満が最も多く、73.8％であった。次い
で、５時間以上８時間未満が12.2％であっ
た。していないと回答した学生は9.3％で
あり、休日においても勉強習慣の無い学生
が見受けられた。

Ⅵ．考察
１．ブレスローの７つの健康習慣別にみた現状

と背景
　１）実施率が高かった項目について
　　　７つの健康習慣のうち実施率が50％以上

と高かったものは、「禁煙」「禁酒もしくは
適切な飲酒」「適正な体重の維持」「朝食を
食べる」の４項目であった。なかでも「禁
煙」は、実施率が最も高かった。日本では

「健康増進法」が策定されており、「がん対
策推進基本計画」８）においてもタバコ対
策が重要な位置づけとされている。本研究
では、対象者が健康管理に関する専門的な
知識を得ている看護学生であることやメ
ディアの普及により、禁煙に対する意識は
高かったことが考えられる。また、公共施
設等では分煙や禁煙化が進められており、
A 大学においても敷地内の禁煙化が行わ
れている。受動喫煙や喫煙開始を防止する
環境整備が、禁煙に対する意識付けに繋が
ると考える。

　　　次に実施率の高かった項目は「禁酒もし

福士　裕紀　　杉田由佳理
中川　孝子　　三田　禮造
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くは適切な飲酒」である。飲酒では、全
体の94.4％が「飲酒をしない」との回答で
あった。厚生労働省では「飲酒は、生活習
慣病を始めとする様々な身体疾患や鬱病等
の健康障害のリスク要因となり得る。」と
しており４）、看護学生は、飲酒による影響
を学習していることが、実施率へ影響して
いることも考えられる。

　　　「適正な体重の維持」については、「18.5
≦ BMI<25.0」であった学生は、全体の
75.7％であり、他の健康習慣と比較し、実
施率は良い結果であった。國本らの調査９）

では、女性の多くが BMI18.5未満を理想と
しており、痩せ形を理想体型としているこ
とが報告されている。本研究の対象者は女
性割合が多く、痩せ形を理想としている人
が多いことが推測され、それが実施率の高
さに影響したと考えられた。また、看護学
生は、講義や実習等により生活習慣が乱れ
やすいが、専門的な知識を得ていることが
自己管理に繋がっていると考えられる。

　　　「朝食を食べる」習慣が毎日の学生は
62.6％、３日 / 週以上の学生は25.2％と、
実施率は良い結果であった。朝食の摂取
は、学生の健康や学生生活へも影響を与え
ることが示されている。女子大学生を対象
とした斎藤らの調査10）では、朝食を２回
/ 週以上食べない者に不定愁訴として「肩
こり」「腰痛」「イライラ」がある者が有意
に多い結果が報告されている。また、大学
生を対象とした金塚らの調査11）では、朝
食抜きと生活不規則の間に中程度の正の相
関関係（r=0.3721）があったと報告されて
いる。朝食の摂取は、自身の健康管理や生
活リズムを整えることにも繋がると考えら
れ、重要である。日常生活における自己管
理は、生活習慣病の予防にも影響すること
から、今後も継続できるように啓発活動を
行うことが推奨される。啓発活動として、

短時間で出来る朝食の作り方やコンビニを
活用した朝食の摂り方等について、健康管
理室や食物養学科と共同で考案し、ポス
ターやリーフレットを作成する等が考えら
れる。

　２）実施率が低かった項目について
　　　「定期的な身体活動」については、実施

率が低い結果であった。看護学部は学年
が上がる毎に学習内容が複雑化することか
ら、運動時間の確保が困難となっているこ
とが考えられる。

　　　看護学生を対象とした弓場の調査12）で
は、「20分以上の運動」を「全くしない」
と回答した学生が最も多く、54.8 ～ 67.7％
であったと報告されている。本研究におい
て運動習慣が「ない」と回答した学生は
80.4％であり、弓場の研究と比較し、更に
高い結果となっている。看護学生は、講
義、実習、国家試験等のスケジュールが過
密であり、運動を行う余裕がないことが考
えられ、それが実施率の低下へ影響してい
ると考えられる。生活習慣病は、個人の日
常生活において、適度な運動を実践するこ
とで予防が可能であるとされており13）、A
大学の取り組みとして、女子学生限定のヨ
ガやエアロビクスの教室を実施する等が行
われている。さらに、階段の使用を促すな
ど、日常生活にて身体活動の促進が出来る
ように、啓発活動を行うことが必要である
と考えられる。

　　　本研究において、睡眠時間が「７時間以
上８時間未満」「８時間以上」と回答した
学生は全体の22.3％で、「５時間以上７時
間未満」と回答した学生は47.7％だった。
看護専門学校生と幼児教育専門学校生を対
象とした佐久間らの調査14）では、看護専
門学校生の睡眠時間平均は5.7±0.1時間で
あり、幼児教育専門学校生の平均は6.1±
0.9時間と、有意に少ない（p=.001）こと
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が報告されている。看護学生を対象とした
杉原らの調査15）では、全体の平均睡眠時
間は6.1時間であり、１年生においても6.9
時間といった結果が報告されている。この
ように、看護学生は睡眠時間を確保するこ
とが難しいことが考えられ、A 大学の看
護学生も同様の状況であった。

　　　「間食をとらない」と回答した学生は、
16.8％に留まり、実施率の低い項目であっ
た。笠巻の調査16）では、「食事による気分
転換」が「間食摂取」と相関があることが
報告されている。本研究の対象者は、朝食
を摂る率も高く間食をする率も高いという
結果であり、間食習慣は朝食未摂取による
ものだけではなく、精神的ストレスによる
影響もあると考えられた。

２．アルバイト時間と勉強時間の実態
　１）アルバイト時間
　　　平日アルバイトについては、半数以上が

していないという回答であったが、一方
で、「５時間以上８時間未満」「８時間以
上」という回答も得られている。対象者は
全て大学生であることから、日中は大学へ
行き、夜間はアルバイトをすることで、必
然的に睡眠時間が短縮されている状況が考
えられる。アルバイト時間が長くなるほ
ど、睡眠時間が短縮化されている可能性が
ある。また、勉強時間を確保するために更
に睡眠時間が短縮されている学生もいるこ
とも考えられる。本研究の対象者である看
護学生の睡眠時間には、アルバイトも影響
している可能性が考えられた。

　２）勉強時間
　　　平日の勉強時間は「１時間以上２時間未

満」の回答が最も多く、生活習慣への影響
は少ないと考えられる。しかし、アルバイ
トをしている学生においては、勉強時間の
確保のために、睡眠時間の短縮や朝食を摂

取しない等の可能性がある。
　　　休日の勉強時間では「１時間以上～４時

間未満」が最も多い結果であったが、大学
での講義が無いため、時間が確保できてい
るものと考えられ、生活習慣への影響は少
ないと考えられる。

３．看護学生の心身の健康のための対策
　　　本調査より得られた A 大学看護学生の

生活習慣の課題は、不足しがちな運動や睡
眠と、間食をする好ましくない食習慣であ
ると考えられた。一方で、アルバイトと勉
強時間については、半数以上が平日のアル
バイトをやらずに勉強時間を設けており、
データ数が少なく明確な判断は出来ない
が、両立を図っている事が考えられる。

　　　看護学生は、講義だけではなく演習や実
習があり、良い健康習慣を取り入れる余裕
がないことが予測され、学生自身が健康管
理と健康の保持増進に努めることが出来る
ように、啓発活動を行う必要があると考え
られる。具体的には、短時間で継続して行
える健康習慣の提案や、体を動かす機会の
提供などが、看護学生の心身の健康の保持
増進のために有効な対策だと思われる。今
後は、健康管理室等と連携し、学生自身が
健康管理と健康の保持増進に努める事が出
来るよう、健康教育と啓発活動の定期的な
実施が必要であると考える。

Ⅶ．本研究の限界と今後の課題
　　本研究は、対象者を A 大学の看護学生を

対象としており、データ数も少なく、各学年
においてサンプル数に偏りがみられることか
ら、学年ごとの比較をすることが出来なかっ
た。今後はデータ数を増やし学年毎の比較検
討を行い、さらには他大学も対象とした調査
を行っていきたい。

福士　裕紀　　杉田由佳理
中川　孝子　　三田　禮造
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Ⅷ．結語
１．A 大学看護学生は「禁煙」「禁酒もしくは

適切な飲酒」「適正な体重の維持」「朝食
を食べる」の実施率が高かった。しかし、

「定期的な身体活動」「間食をとらない」
「７−８時間睡眠」については、実施率が
低く、健康習慣が守られていないことが分

かった。
２．本研究では、半数以上の学生がアルバイト

をしておらず、勉強時間も確保されていた
ことが分かった。

　なお、本研究の一部は第67回東北公衆衛生
学会にて発表したものである。
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